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講義表題情報
* 開講学年1 2
* 入学年度1 13～
* 対象学科1 法学
* 科目名1 国際法Ａ

担当教員情報
* 担当教員 杉島正秋

講義詳細情報

* 講義目的・講義内容

　この講義では、国際法の基本的特徴と機能を受講者に理解
してもらうこと、日本の国際問題について国際法的な視点から
考える姿勢を身につけることの二つを大きな目的にしていま
す。
　この講義では、まず国際法を理解する上で必要な基本用語
を解説します。つぎに国内社会と比較して、国際社会にはどの
ような特徴があるのか、そこで機能している国際法は、どのよ
うな機能を営んでいるのかを説明します。
　国際法は、とかく国家間関係を規律するルールとして説明さ
れがちですが、私たち日本に住む人々がひとりが国際法とど
のような接点を持つのかを理解してもらうことに、この講義では
力点をおきます。

* 到達目標

①国際社会の特徴について国内社会との対比において理解
し、説明できること。
②国際法の基本的特徴について知り、なぜそのような特徴を
備えているのかを理解し、説明できること。
③明治以降の日本が国際法とどのように関わってきたのか、
高校までの学習を踏まえて整理し、説明できること。
④国内法と国際法の関係を知り、国際法が日本社会にどう適
用されているのかを理解したうえで、説明できること。

* 授業計画

１．国際社会の構造と国際法の特徴
２．慣習法の機能
３．条約法 （成立要件、効力、留保等）
４．国家の成立要件と未承認国の国内法上の地位
５．人的管轄権の競合、特に犯罪人引き渡し
６．現代国際法の特徴 （戦争の違法化）
７．現代国際法の特徴 （人民の自決権）
８．国際法と国内法の関係
９．国内問題不干渉の原則
10．近代日本と国際法の受容
11．国際法上の国家責任
12．領域使用に対する領域国の責任
13．国際環境保護と国際法
14．国際経済取引と国際法
15．まとめ

* 履修の条件・注意事項

歴史学などの歴史関係科目を履修していることを希望します。
近現代の世界史を、高校の教科書などで受講前におさらいし
ておいてください。講義資料はメール配信しますので、印刷し
て講義に持参してください。先に国際法A（国際法Ⅰ）を履修し
た方が理解しやすいです。配信するテキストは、講義回ごとに
15のパートで編集されていますので、それぞれの講義回につ
いて、予習60分、復習30分の自主学習をした上で受講してくだ
さい。

講義情報



* 成績評価基準・方法

 定期試験（50％）、課題（50％）により総合的に評価を行いま
す。
出席者には課題を適宜与え、提出したものを評価します。出欠
席のみでの評価は行いません。

* テキスト
杉原高嶺編『コンサイス条約集』三省堂||
自作テキスト （大学から交付されているメールアドレスあてに
受講者にはメール配信します）

参考書 松井芳郎『国際法から世界を見る』（第3版）東信堂



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

朝日大学「国際法Ａ」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報を提供します。 

科目名 国際法Ａ 

時間割 毎週木曜日 2 時限目 10 時 45 分開始 12 時 15 分終了 

初回の授業日 ４月５日（木） 

講義室 朝日大学 穂積キャンパス ６号館５階 ６５０６講義室 

注意事項 ・自動車による通学は禁止です。(どうしても必要な場合は、民間駐車場を借りてください。) 

授業についての 

問合せ 

受講に関するお問合せは、朝日大学学事二課 

TEL 058-329-1079 まで 

 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 

交通アクセス ＪＲ穂積駅から大学スクールバス(無料)で約５分 

 


